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馬
鈴
薯
生
産
部
会
で
東
京
特
別
授
業

食
育「G

R
E

E
N

 

ベ
ジ
フ
ル
教
室
」

　

北
海
道
産
青
果
物
拡
販
宣
伝
協
議
会

（
常
田　

馨
会
長
）
が
行
う
消
費
地
で
の
宣

伝
活
動
に
本
町
の
馬
鈴
薯
が
選
ば
れ

「
食
育　

G
R

EEN
N

べ
ジ
フ
ル
教
室
」
講

師
と
し
て
馬
鈴
薯
生
産
部
会
の
増
山
勝
範

会
長
が
招
か
れ
、
生
産
か
ら
出
荷
ま
で
の

生
産
地
の
実
状
紹
介
を
東
京
都
内
の
小
学

校
で
特
別
授
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
1
月
25
日
同
26
日
の
2
日
間
。

東
京
都
江
東
区
深
川
の
明
治
小
学
校
6
年

生
4
ク
ラ
ス
、
約
１
６
０
名
が
対
象
で
す
。

　

ま
ず
、
Ｊ
Ａ
担
当
が
美
瑛
町
の
紹
介
と

農
協
の
仕
事
の
内
容
や
役
割
を
説
明
。
次

に
ホ
ク
レ
ン
が
馬
鈴
薯
の
種
類
の
説
明
を

行
い
、
そ
し
て
馬
鈴
薯
生
産
者
と
し
て
増

山
部
会
長
か
ら
自
己
紹
介
後
、
馬
鈴
薯
の

作
付
け
か
ら
管
理
作
業
、
収
穫
作
業
ま
で

の
一
連
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
作
付
け
に
お
い
て
気
を
付
け
る

点
や
農
機
具
の
性
能
等
の
質
問
が
出
ま
し

た
。
す
べ
て
大
型
の
機
械
で
作
業
す
る
こ

と
を
初
め
て
知
っ
た
よ
う
で
、
作
業
風
景

の
画
像
を
観
て
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

　

２
時
間
の
座
学
後
、
実
習
室
に
移
動
し

て
、
実
際
の
馬
鈴
薯
を
見
な
が
ら
の
授
業

は
、
男
爵
、
メ
ー
ク
イ
ン
、
イ
ン
カ
の
め

ざ
め
の
３
種
類
を
用
意
し
、
試
食
を
兼
ね

て
観
察
し
、
各
班
ご
と
に
発
表
。
種
類
に

よ
っ
て
の
形
や
色
の
違
い
、
試
食
で
は
、

食
味
や
食
感
の
特
徴
等
の
感
想
が
発
表
さ

れ
、
特
に
「
イ
ン
カ
の
め
ざ
め
」
に
は
大

　平成 28 年の連続した台風や大雨被
害による馬鈴薯の不作は、ポテトチッ
プスの一部商品の販売休止で“ポテチ
ショック”に象徴されるようにその波
紋が広がりましたが、29 年産は被害
からの巻き返しを期して耕作が始ま
り、概ね生育、農作業ともほぼ順調に
推移し、畑作は品質、収量ともに持ち
直したところです。カルビーポテトで
は良質再生産に向け優良生産者表彰を
行っておりますが、地区別高反収部門
に佐藤仁昭さん（豊栄）が見事地区別
の 1 位。栄えある受賞の運びとなりま
した。地区別反収部門はトヨシロ、ス
ノーデンなどチップス用品種作付けが
３㌶以上で格下げがないことが条件で
す。佐藤さんは条件を満たす面積で、
規格品反収が 4,329㌔の金字塔。堂々
上川管内１位となり、表彰式は 1 月 9
日札幌市内のホテルを会場に行われま
した。おめでとうございます。

変
興
味
深
々
で
名
前
の
由
来
や
食
べ
方
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
蒸
か
し
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
た
こ

と
が
無
い
よ
う
で
、
馬
鈴

薯
の
本
来
の
味
を
初
め
て

体
験
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
美
瑛
産
馬
鈴
薯
で
作

っ
た
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の

紹
介
と
試
食
を
し
て
頂
き

ま
し
た
が
、
子
供
達
か
ら

は
色
が
白
く
て
き
れ
い
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
増
山
生
産
部

会
長
が
、
生
産
者
と
し
て

農
産
物
へ
の
思
い
を
伝
え
、

「
生
産
者
が
心
を
込
め
て
作

っ
た
作
物
に
感
謝
し
て
大

切
に
食
べ
て
下
さ
い
」
と
の
言
葉
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
児
童
か
ら
お
礼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、「
北
海
道
の
馬
鈴
薯
の
素
晴

ら
し
さ
や
農
家
の
人
達
が
自
然
を
相
手
に

一
生
懸
命
作
物
を
作
っ
て
い
る
の
が
大
変

良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
い

し
い
野
菜
を
沢
山
作
っ
て
下
さ
い
」
と
激

励
の
言
葉
。

　

こ
の
授
業
を
通
し
、
都
会
の
子
ど
も
た

ち
は
農
業
自
体
に
大
変
興
味
が
あ
り
、
真

剣
な
態
度
で
講
義
を
受
け
て
い
る
様
子
が

印
象
的
で
、
特
に
生
産
者
か
ら
の
生
の
声

を
聞
け
て
大
変
感
激
を
受
け
た
と
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
し
、
学
校
関
係
者
の
方
か

ら
も
大
変
有
意
義
な
授
業
が
出
来
ま
し
た

と
感
謝
の
意
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

よ
う
な
生
産
者
を
交
え
た
食
育
事
業
を
行

い
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地区別高反収で上川管内トップの
佐藤仁昭さん（右から 2人目）

美瑛産馬鈴
薯の

おいしさと
播種か

ら収穫まで
を熱心

に話す増山
部会長

おめでとう！佐藤仁昭さん（豊栄）
カルビーポテト、優良生産者表彰

びえい馬鈴薯の
味（み）力をPR
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　道は、水稲、麦、大豆の主要農作物種子生産など
を義務付けてきた「主要農作物種子法」が３月末で
廃止されることを受け、道農政部道農作物優良品種
認定委員会で、道内における現状の種子生産体系や
今後の対応について、根拠法となる種子法の廃止に
より、優良品種を決定するための試験などは今後も
道が実施することを基本とし、主要農作物種子法の
廃止に関し道は農業が今後も持続的に発展していく
ためには、水稲、小麦、大豆といった主要農作物を
安定的に生産することが重要であり、その基本とな
る優良な種子の安定供給が不可欠としている。
　道としては現在、関係機関・団体とともに検討を
行っている新たな体制や要綱・要領などの整備を早
急に進め、今後とも安全で優良な種子を安定的に供
給できる体制を確保することにより、生産者が安心
して営農に取り組めるよう努めていくとし、30 年
度以降の体制整備を急ぐ考えを示した。30 年度に
ついては「現行体制を継続」するほか種子法が規定
している都道府県による「種子計画の策定」や「種
子協議会の運営」、「優良な品種（奨励品種）を決定
するための試験」、「圃場審査・生産物審査」などは

「今後とも道が行うことを基本」としつつ、31 年産
に向けては、新たな方向として、優良品種数の整理
や増殖対象品種の選択に関するルールの検討をはじ
め、原原種や原種など種子生産現場で柔軟に対応し
得る体制や、一部の地域でしか栽培されていない作
付面積の少ない品種の種子増殖における民間活力の
導入・普及、民間増殖種子の指導や審査などの対応
について検討する方針を示している。
　主要農作物種子法では、都道府県の責務として①
優良な品種を決定するための試験②原原種および原
種の生産③種子生産圃場の指定④圃場・生産物の審
査と証明書の交付⑤必要な勧告、助言および指導－
などが定められており、これに基づいて、道は奨励
品種決定調査や優良品種の認定をはじめ、ホクレン
滝川種苗センターにおける原原種生産と、道内 30
市町村での原種生産を実施。　道の指定圃場（５１
市町村）における採種、種子の品質確保に向けた圃
場審査や生産物審査などが実施される。

ひとまず安心
道が種子法廃止後も

優良品種認定の仕組みを維持

初
の「
た
い
せ
つ
農
業
さ
く
ら
塾
」

和
や
か
、11
名
で
ス
タ
ー
ト

　

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支

所
で
は
、美
瑛
町
、東
神
楽
町
、東
川
町
の
女

性
農
業
者
を
対
象
に「
た
い
せ
つ
農
業
さ
く

ら
塾
」を
開
講
し
ま
し
た
。農
業
経
験
が
概

ね
10
年
未
満
の
方
が
塾
生
で
す
。　

農
業
の

基
礎
的
栽
培
技
術
、経
営
の
学
習
会
で
、女

性
農
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、経
営
の
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
指
し
て
開
校
し
た
も
の

で
す
。今
回
は
11
名
の
参
加
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、美
瑛
産
そ
ば
粉
を
使
用
し

「
そ
ば
打
ち
体
験
」で
す
。当
初
、ほ
と
ん
ど

の
参
加
者
が
初
対
面
で
あ
る
た
め
、緊
張
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、共
同
作
業
を
行

う
う
ち
に
自
然
と
会
話
が
生
ま
れ
、昼
食
時

の
そ
ば
の
試
食
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
担
当
か
ら
は「
栽
培
管
理

知
識
の
重
要
性
」「
普
及
指
導
員
の
仕
事
」の

講
話
に
続
き
、「
上
川
管
内
や
他
地
域
の
女

性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
の
事
例
」の
報
告
が
あ

り
、茶
話
会
で
は
、「
家
で
の
仕
事
の
内
容
」

「
作
付
し
て
い
る
作
物
」等
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。参
加
者
の
声
で
は「
楽
し
か

っ
た
！
ま
た
参
加
し
た
い
」と
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。な
お
、普
及
セ
ン
タ
ー
で

は「
た
い
せ
つ
農
業
さ
く
ら
塾
」に
興
味
が

あ
る
、参
加
し
て
み
た
い
方
は
中
途
の
参
加

も
可
能
で
す
の
で
多
数
の
参
加
を
呼
び
け

て
い
ま
す
。普
及
セ
ン
タ

－

ま
で
連
絡
し
て

下
さ
い
。

（
担
当:

外
山
、吉
田
/
電
話
：
92-

２
０
７
７
）

報徳社で通常総会
改めて「分度生活の実践」

「物と心と大地を大切にしよう」との基
本方針で活動を行う美瑛町報徳社（浦島
規生社長）の通常総会が 2 月 25 日、59
回目を数えて行われました。この日には
各実践会から 50 名余の会員が参加。30
年度の実践計画では農業環境が内外から
の価格攻勢で、農業経営も試練の時に来
ている事からまずは、我が家の経営をし
っかり見つめなおし、収入に見合った支
出の心がけ、経済の刷新・更生に努める

「分度生活の実践」などを確認しました。
役員改選では浦島社長を再選し新たな事
業を確認しました。

新役員体制を確認した報徳社総会

美瑛産そば粉を使用し「そば打ち体験」　
　自然と会話が生まれて。



部　　長

ブロック長理事

副　部　長

ブロック長理事

常任理事（組織）

ブロック長理事

常任理事（営農）

ブロック長理事

常任理事（農協・農政）

参与

監　　事

松村　義昭

多田　茂晃

浦島　匡貴

餌取　史矩

増山　嵩明

菊地　啓一

只野　達郎

河村　尚洋

谷本　雅哉

福田　寿行

酒本　新一
まつむら　よしあき

　ただ　　しげあき

うらしま　まさき

　　えとり　　ふみのり　

ますやま　たかあき

きくち　けいいち

　ただの　　たつろう

かわむら　たかひろ

たにもと　　まさや

ふくだ　としゆき

さけもと　しんいち

〈北台・旭〉

〈コタン・美馬牛〉

〈北台・旭〉

〈東瑛・美沢〉

〈東瑛・美沢〉

〈宇莫別・郎根内〉

〈北台・旭〉

〈北台・旭〉

〈宇莫別・郎根内〉

〈宇莫別・朗根内〉

〈コタン・美馬牛〉

平成 30年度　青年部新役員の皆さん ※敬称略
※〈　〉内はブロック名

青年部組織
綱領の朗唱

本山さんに感謝状が
手渡されました

開会あいさつを
述べる
福田寿行部長
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Ｊ
Ａ
青
年
部
の
第
68
回
定
期
総
会
が
2

月
7
日
Ｊ
Ａ
大
町
事
務
所
２
階
会
議
室
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
参
加

者
一
同
で
「
青
年
組
織
綱
領
」
を
朗
唱

し
、あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
福
田
部
長
は
「
Ｈ

29
年
度
で
は
タ
ス
マ
ニ
ア
で
の
研
修
が
開

始
さ
れ
、
４
名
の
部
員
が
素
晴
ら
し
い
経

験
を
し
た
。
今
後
も
美
瑛
農
業
の
未
来
に

向
け
て
青
年
部
の
結
束
を
高
め
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
本
山

忠
寛
さ
ん
の
Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
協
議

会
役
員
と
し
て
の
活
躍
に
、
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
組
織
活
動
交
流
会
や
、

各
種
研
修
会
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
な
ど
の

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
上

川
地
区
青
年
部
大
会
に
お
け
る
、
１
分
間

Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
遠
藤
俊
貴
さ
ん
の

作
品
や
、
純
農
Ｂ
ｏ
ｙ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
の

浦
島
匡
貴
さ
ん
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
で
の
本
山
賢
憲
さ
ん
の
活
躍
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
Ｈ
29
年
度
の
タ
ス
マ
ニ

ア
研
修
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、
青
年

部
全
体
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
新
年
度
の

研
修
参
加
者
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る
報

告
と
な
り
ま
し
た
。
3
月
初
旬
に
は
か
ぼ

ち
ゃ
の
収
穫
も
行
わ
れ
、
品
質
の
確
認
が

行
わ
れ
ま
す
。
新
年
度
で
は
6
名
の
参
加

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
研
修
の
広
が
り
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
68
回
青
年
部

定
期
総
会

　
新
部
長
に

　
松
村
義
昭
さ
ん
（
北
台
・
旭
）



　

女
性
部
の
定
期
総
会
が
2
月
６
日
Ｊ

Ａ
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
55
名
の
部

員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
山
本

部
長
は
あ
い
さ
つ
で　
「
女
性
の
声
を

Ｊ
Ａ
事
業
や
地
域
の
農
業
に
活
か
す
た

め
に
、
農
村
女
性
が
よ
り
強
く
結
び
つ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

近
年
議
論
さ
れ
て
い
る
組
織
機
構
に
つ

い
て
、
Ｈ
31
年
度
以
降
は
従
来
の
支
部

制
で
は
な
く
、
各
種
活
動
別
の
サ
ー

ク
ル
を
中
心
と
し
た
方
式
を
取
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の

女
性
の
活
躍
と
農
協
運
営
へ
の
参
画
を

め
ざ
し
た
正
組
合
員
化
の
議
論
も
あ
り
、

他
の
Ｊ
Ａ
に
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

そ
の
ま
ま
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
美

瑛
の
女
性
の
実
情
に
配
慮
し
た
組
織
づ

く
り
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
定
期
総
会
が
、

2
月
9
日
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
Ｈ
29
年
度
の
事
業
報

告
や
新
年
度
の
計
画
が
承
認
さ
れ
、
新
会

長
に
山
本
亜
寿
紗
さ
ん
（
美
沢
）
が
選
任

さ
れ
、
別
記
の
新
役
員
体
制
で
10
年
目
を

迎
え
た
事
業
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

事
業
報
告
で
は
、
新
規
会
員
獲
得
を
め

ざ
し
た
新
事
業
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会

交
流
会
」
の
実
施
や
、
食
育
事
業
な
ど
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｈ
30
年
度
上
川
地
区
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
役
員
が
美
瑛
か
ら
選
出
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
専
属
の
役
員
を
立
て
る

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
水
田
が

多
い
上
川
の
他
地
域
と
、
米
と
ト
マ
ト
の

複
合
経
営
や
畑
作
が
多
い
美
瑛
町
で
は
労

働
状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
従
来
と
は

別
時
期
で
の
開
催
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

監　　事参与 書　記

監　　事

副　部　長

書　記

部　長

会　長

岩織　あゆみ小原　治美 山田　仁美

松村　亜美

佐藤　千寿恵

藤田　有香

山本　京子

山本　亜寿紗

いわおり　　　　　　おばら　はるみ やまだ　　ひとみ

まつむら　あみ

さとう　ちずえ

　　ふじた　　ゆか　 　

やまもと　きょうこ

やまもと　あずさ

〈東瑛〉〈美沢・オキキネウシ〉 〈北台・朗根内〉

〈北台〉

〈ルべシベ・旭新・水沢〉

〈コタン・美馬牛〉

〈北台・朗根内〉

〈美沢〉

女性部

フレッシュ
ミセス会

平成 30年度　女性部/フレッシュミセス会新役員の皆さん※敬称略
※〈　〉内はブロック名
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第 65回女性部定期総会第 10回フレッシュミセス会定期総会

部長は山本京子さん（北台・朗根内）が続投新会長に山本亜寿紗さん（美沢）
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女
性
部
（
山
本
京
子
部
長
）
で
は
、
１
月
12

～
13
日
の
日
程
で
役
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
で
の
研
修
は
初
め
て
で
、
と
て
も
心
待
ち

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
旭
川
発
の
飛
行
機
に
乗
り
、
羽
田
に

到
着
後
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
工
場
見
学
を
し
ま
し
た
。
空

港
に
到
着
し
て
か
ら
出
発
ま
で
の
間
の
「
運
航

整
備
」
や
定
期
的
に
時
間
を
か
け
て
行
う
「
点

検
・
重
整
備
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

機
体
、
エ
ン
ジ
ン
、
タ
イ
ヤ
の
大
き
さ
に
驚
く

と
と
も
に
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
貢
献
が
あ
っ

て
、
安
全
な
空
の
旅
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

次
に
美
瑛
選
果
東
京
有
楽
町
店
を
見
学
。
同

店
で
は
小
豆
と
黒
大
豆
が
良
く
売
れ
る
そ
う
で

す
。
昨
年
の
「
ご
当
地
ア
イ
ス
対
決
！
in
有
楽

町
交
通
会
館
」
で
は
「
ハ
ス
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
」
が
第
１
位
と
な
り
、
私
た
ち
が
作
っ

た
農
畜
産
物
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
し
た
。
夜
は
、「
は
と
バ
ス
」
に
乗
り
、
横

浜
中
華
街
で
四
川
料
理
を
満
喫
し
た
の
ち
、
横

浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
か
ら
の
夜
景
に
う
っ

と
り
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
展
望
台
に
上
り
ま
し
た
。
都
会
の
風
景

と
富
士
山
を
眺
め
、
写
真
を
何
枚
も
撮
り
ま
し

た
。
昼
か
ら
は
浅
草
観
音
で
お
参
り
を
し
、
仲

見
世
通
り
で
お
土
産
を
購
入
。
隅
田
川
船
下
り

の
船
場
か
ら
船
に
乗
り
ま
し
た
。
船
か
ら
眺
め

る
景
色
は
車
窓
か
ら
と
は
違
い
、
ゆ
っ
た
り
と

心
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
あ

た
っ
て
事
務
局
の
方
々
、

支
え
て
下
さ
っ
た
役
員

の
皆
さ
ん
、
快
く
送
り

出
し
て
く
れ
た
家
族
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

報
告
／
Ｈ
29
年
度　

女
性
部
監
事　

堀
内
里
美

 　

Ｊ
Ａ
共
済
の

「
こ
ど
も
共
済
」

が
、「
マ
ザ
ー
ズ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

大
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
全
国
の
マ
マ
た
ち
が
「
使
っ

て
み
て
よ
か
っ
た
！
」
と
思
っ
た
企
業
や

商
品
に
投
票
し
、
表
彰
す
る
〝
信
頼
と
好

感
で
選
ば
れ
る
賞
〟
で
す
。
マ
マ
た
ち
か

ら
は
「
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
返
戻
率
だ
か
ら
」

「
出
産
前
か
ら
加
入
で
き
て
安
心
で
し
た
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
今
後
も
安
心

と
満
足
を
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様

の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・

健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会

の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践

や
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組

合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま

す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

初
の
東
京
研
修
で

美
瑛
産
の
価
値
を
知
る

　

北
海
学
園
大
学
経

済
学
部
と
北
海
道
大

学
農
学
部
に
お
い
て
、

学
生
向
け
授
業
の
一

環
と
し
て
「
北
海
道

農
業
の
概
要
と
、
そ

れ
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
役
割
」
に
つ
い
て
講
義
を
行

い
、
合
わ
せ
て
３
０
０
名
近
く
の
学
生

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
安
定
供
給
に
は
、
協
同
組
合
の
形

式
が
適
し
て
い
る
」「
Ｊ
Ａ
の
存
在
意

義
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
、
Ｊ
Ａ
の
名
前
し
か
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
果
た
す
役
割
を
理
解
し

て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
農
業
・
Ｊ

Ａ
の
理
解
者
を
増
や
す
「
サ
ポ
ー
タ
ー

５
５
０
万
人
づ
く
り
」
に
向
け
た
情
報

発
信
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」

が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

扮
し
、
札
幌
市
近
郊
の

幼
稚
園
等
８
カ
所
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
野
菜
あ
て
ク
イ
ズ
や
ダ
ン
ス
等
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
ち
ょ
リ
ス

か
ら
子
供
達
へ
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
子
供
達
は
ち
ょ
リ

ス
の
ほ
っ
ぺ
を
撫
で
た
り
と
、
自
由
に

触
れ
合
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

北
海
道
産
小
麦
の
普
及
拡
大
を
目
的

に
、
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
の
広
場

で
、「
２
０
１
８
パ
ン
マ
ル
シ
ェ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
道
内
の
人
気
や
評
判
の
パ

ン
屋
16
店
が
出
展
し
、
北
海
道
産
小
麦
を

１
０
０
％
使
用
し
た
パ
ン
の
ほ
か
、
小
豆

や
黒
豆
な
ど
の
道
産
豆
を
使
用
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
豆
パ
ン
な
ど
を
販
売
。
閉
店
以
前

に
売
り
切
れ
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

今
後
も
、
北
海
道
産

小
麦
の
魅
力
や
お
い

し
さ
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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☆
当
選
者
は

村　

田　

真　

希
さ
ん

齊　

藤　

友　

香
さ
ん

佐　

藤　

淳　

子
さ
ん

桑　

尾　

ま
す
み
さ
ん

川　

村　

有
梨
紗
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
春
の
野
に
咲
く
黄
色
い
花

②
タ
カ
に
似
た
大
き
な
鳥

③
『
考
え
る
人
』
を
作
っ
た
彫
刻
家

④
試
合
中
の
ボ
ク
サ
ー
に
指
示
を
出

し
た
り
手
当
を
し
た
り

⑤
肥
料
の
三
要
素
は
窒
素
、
―
―
酸
、

　

カ
リ
ウ
ム
で
す

⑧
足
の
速
い
人
の
こ
と
。
神
様
の
名

前
で
す

⑨
神
社
や
寺
で
引
き
ま
す

⑪w
ent

はgo

の
―
―
―
で
す

⑬
映
像
が
―
―
―
的
に
見
え
る
３
D

映
画

⑮
春
の
山
を
薄
い
ピ
ン
ク
色
に
染
め

る
花

⑯
光
が
当
た
る
と
反
対
側
に
で
き
ま

す
⑰
旧
国
名
の
一
つ
。
現
在
の
三
重
県

の
大
部
分

①
稲
の
種
を
ま
い
て
育
て
る
場
所

④
ミ
ツ
バ
や
パ
ク
チ
ー
は
―
―
科

　

の
植
物
で
す

⑥
進
物
に
付
け
ま
す

⑦
煮
て
も
生
で
も
お
ろ
し
て
も
お
い

し
い
野
菜

⑨
寒
冷
の
反
対
語

⑩
こ
の
箱
の
―
―
は
何
か
当
て
て
み

て
！

⑫
給
与
か
ら
税
金
や
社
会
保
険
料
な

ど
を
引
い
た
残
り

⑭
日
本
で
作
っ
た
物
の
こ
と

⑯
床
の
間
に
飾
る
物
の
一
つ

⑰
か
ま
ぼ
こ
の
土
台
に
な
り
ま
す

⑱
―
―
は
身
を
助
け
る

⑲
工
事
が
終
わ
っ
て
建
築
物
が
出
来

上
が
る
こ
と

Ａ
→
Ｅ

『
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
』
で
し
た

3

【全体運】優しい雰囲気になり、人気運が高まる予
感。誰にでも親切にすることで、ますます運気アッ
プへ。温泉にツキ

【健康運】体力を付ける好機。手軽な運動を始めて
【幸運を呼ぶ食べ物】ひじき

【全体運】好奇心を刺激されやすい期間です。興
味を引かれることがあるなら、情報収集を。無
料体験はチャレンジが正解

【健康運】冷え対策を徹底すると体調が上向きそう
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】できる人と比べて、落ち込む暗示。開
き直りの気持ちを大切に。気分転換には植物に
触れると効果てきめんです

【健康運】食事の栄養バランスが好転のポイントに
【幸運を呼ぶ食べ物】サヨリ

【全体運】積極性が増す時期。やってみたいこと
に、どんどんトライしてみましょう。周りのサポー
トにも恵まれるはず

【健康運】無理は禁物です。のんびりが健康の秘訣（ひけつ）
【幸運を呼ぶ食べ物】夏ミカン

【全体運】 ささいなことが気になってしまう傾向
あり。重箱の隅をつつくような見方はやめ、持ち
前のおおらかさを発揮して

【健康運】安泰ムード。スポーツを楽しむとグッド
【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ

【全体運】何かと迷ってしまいそう。結論を急がず、
頼れる相手に相談を。中途半端になっていること
を片付けると開運に

【健康運】うっかりしやすいため小さなけがに注意
【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

【全体運】心理的に不安定になりやすいよう。ゆっ
くり深呼吸をして心を静めて。また、うわさ話には
関わらない方が賢明です

【健康運】軽く体を動かせば、最適な気分転換に
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカサギ

【全体運】楽しいことに縁があります。イベントや
飲み会、旅行などに誘われたら、気軽に顔を出し
てみて。創作活動も吉

【健康運】運動不足になりやすいかも。散歩が有効
【幸運を呼ぶ食べ物】タマネギ

【全体運】注意力が散漫になり、思わぬミスを連発
しがち。慣れている作業ほど慎重に確認を。運気
回復には掃除が効果的

【健康運】 のんびりと過ごすことで、体調に変化が
【幸運を呼ぶ食べ物】カラシナ

【全体運】コミュニケーション運が華やぐ気配。初
対面の相手とも気さくに話が弾みそう。人気ス
ポットに出掛けるのも◎

【健康運】不規則な生活を改善すれば、運気上昇へ
【幸運を呼ぶ食べ物】アサリ

【全体運】ゆったりと構えることで、保留になって
いた事柄にうれしい展開が訪れるはず。焦らず、
堅実な行動が必要

【健康運】姿勢を正してみて。体に良い影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

【全体運】やりたいことを実行に移すチャンス。何
事も前向きにやってみましょう。過去に駄目だっ
たこともリベンジ可能

【健康運】食べ過ぎに注意。腹八分目の徹底を
【幸運を呼ぶ食べ物】イイダコ

62

注！ハガキは62円です

18

12

18

7

20

ヒナ ギニ ヨン ウ

トビウ リオ ス

カ ムユ ギ

ウ ク
ジ ンヨ パコ ス

シヤ イ

ネ ンセジジ
ハ イツ コカダ ン

18

Ｅ
12 19 21

7

19
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田中博子・長田佳子・原亜樹子・
今井洋子・ムラヨシマサユキ・立道嶺央　著
■ 1,512 円（税込）

手軽に作れて素材合わせはもちろん、
見た目、仕上げ方にも様々なアイデア
が広がるマフィン。
人気の 6 人の作り
手による斬新でオ
リジナリティあふ
れる 42 品は、マ
フィンの " あたら
しい " 魅力が満載
です。

重信初江　著
■ 1,080 円（税込）

毎日のお弁当の献立を考える必要なし、
つくりおきも必要なし！時間をかけず
にお弁当を作りたい
人は必見！　旬の素
材を使うので飽きず
においしく食べられ
る、画期的なお弁当
レシピ。時短の段取
りも詳しく掲載。

武鈴子　著
■ 1,404 円（税込）

難しいイメージの『薬膳』をマンガで
わかりやすく解説した入門書。気にな
る症状に効果的な食
材とレシピのほか、
和食薬膳を毎日の食
卓に手軽に取り入れ
るアイディアが満載。
日々の不調を食生活
からスッキリ改善！

●キャベツとツナのサラダ〜アンチョビ風味●

⑴フライパンにオリーブ油・ニンニ

ク・アンチョビフィレを入れ、弱火

で香りを出し、軽く油を切ったツナ

缶を入れ、火を止める。

⑵鍋に湯を沸かし、塩少々を入れ、

ざく切りにしたキャベツをさっとゆ

でざるにあげる。

⑶ボウルにキャベツを入れ、⑴とあ

えて皿に盛り付ける。トマトを飾り、

こしょうを掛け出来上がり。 キャベツ……………1/4 個
ツナ缶…………………1 缶
アンチョビフィレ……3 枚
ニンニク（みじん切り）小さじ 1

キャベツが温かいうちにあえると
味がよくなじみます。

（2 人分）

トマト…………………1/2 個
塩・こしょう……………適宜
オリーブ油………… 大さじ 1

マンガでわかる
はじめての和食薬膳

作りおきなし！朝10分！
考えないお弁当

あたらしいマフィン

Point
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家族みんなで取り組もう

平成29年度 農作業事故発生状況（農業労災対象申請分）

ＪＡ配置薬推進員交代のお知らせ

■JA北海道厚生連 医薬事業部配置薬課
　フリーコール（0120）99-4193

研修センター   ☎    92-0588
FAX  92-3914

研修センター　☎ 92-0588

　日頃よりＪＡ配置薬をご利用いただきありがとうございま
す。ＪＡ配置薬  あさひかわ（旭正地区）・美瑛町を担当してお
りました、砂田明美推進員が３月 31 日をもちまして退職いた
します。在職期間中、皆様から寄せられた暖かいご支援並びに
ご愛顧に対しまして厚く御礼申し上げます。
　なお、4 月より新しく高橋　徹が、当地区を担当させていた
だくことになりました。
　今後も、なお一層のご要望に応えるよう努力してまいります
ので、更なるご支援・ご愛顧とＪＡ配置薬のご利用をよろしく
お願い申し上げます。

※お薬の不足の場合上記推進員までご連絡ください。

　オートサービスセンターでは、夏タイヤの早期予約を受け付
けています。
　５月31日までにご予約された方は、タイヤ組替、ホイルバラン
ス調整をサービスさせていただきます。（トラック等は除く）
詳しくは、オートサービスセンターフロントにお問い合わせ下
さい。
＊アロックVIP会員は店頭給油が１円/ℓ　6ヶ月間（70ℓ/月まで）値引
になります

〒071-0238
上川郡美瑛町字藤野第1

自宅　0166-92-5231
携帯　090-8895-4378

◎農作業事故件数16件　（特別加入12件、出面4件）
　　　　　　前年20件　（特別加入17件、出面3件）
　上記事故件数の内　　入院5件（特別加入4件、出面1件）
　　　　　　　前年　　入院3件（特別加入3件、出面0件）　
◎事故発生状況　　挟む・巻き込み3件、強打1件
　　　　　　　　　転落7件、その他1件、家畜による事故4件

平成29年2月1日〜平成30年1月31日（1年間）

高橋　徹（たかはしとおる）

農機協 農作業安全!!

アルーダ JA びえい

ありませんか？

「売りたい遊休農機」

「買いたい中古農機」

　中古農機常設展示場『アルーダＪＡびえい』では、２０１8
年のオープンフェアを 4 月 6 日（金）に開催いたします。
　オープンに向けて皆様の「売りたい中古農機」「買いたい中古
農機」の情報を収集し、より一層の流通促進を図りたくご協力
お願い致します。
　なお、お申込は、別紙折込の申込書でも受付致しております
のでＦＡＸでお申し込み下さい。
　詳しくは研修センターまでお問い合わせ下さい。

～新アルーダ出品のルールが始まります～

夏タイヤの早期予約で
組替・バランス調整をサービス

①機械は出品前に動作状況の確認をしてください　　　
②欠品・破損等は必ず申告をお願い致します
③出品機に重大な欠陥があった場合は出品者の負担となる事
　があります
④洗浄されていない機械につきましては出品をお断りしており
　ます

⑤建機・リフトの出品には、売買成立後に、一般社団法人日本
　建設機械工業会統一譲渡証明書が必要となります　
　出品前にご確認願います
⑥出品をされる場合必ず事前にアルーダ担当までご連絡をお願い
　致します

⑦出品期間は 3 月下旬から 11 月上旬までになります
　（冬物商品は 11 月上旬から 3 月中旬までになります）
⑧廃棄処理される場合処分料がかかる場合があります

●搬入　搬出について●
平日9：00〜16：00までご来場をお願い致しております。
土日祭日は休業です、ご協力を宜しくお願い致します。

研修センター　☎ 92-0588

購買部生産資材課　☎ 92-1411

オートサービスセンター　☎ 92-2156

5月31日
まで
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職員の動き　※【　】内は異動前の部署

第63回 地区懇談会日程表について　平成30年3月6日（火）～7日（水）

営農部　☎ 68-7014

人事異動〈２月19日付〉
□総務部付部長【畜産部部長】
□金融部部長【総務部部長】
□総務部付部長【金融部部長】
□総務部部長【販売部部長】
□販売部部長兼務JAびえい販売㈱常務
　【総務部付部長】
□畜産部部長【畜産部畜産課課長】
□総務部付部長【営農部 営農企画課課長】
□総務部付課長JAびえい販売㈱出向
　【総務部管理課課長兼務JAびえい販売㈱経理部長】
□総務部管理課課長【総務部管理課係長】
□総務部審査・庶務課課長【営農部営農支援課係長】
□金融部審査役兼務融資課課長【金融部審査役】
□金融部経済対策課課長
　【販売部生産振興課課長兼務JAびえい販売㈱営業課長】
□営農部営農企画課課長【金融部融資課課長】
□販売部施設課課長【金融部経済対策課課長】
□販売部付課長JAびえい販売㈱出向営業課長
　【販売部付係長JAびえい販売㈱出向営業係長】
□総務部付課長㈱美瑛選果出向店舗課長
　【販売部付課長JAびえい販売㈱出向営業課長】
□畜産部畜産課課長【畜産部畜産課係長】
□購買部生産資材課課長【購買部生産資材課係長】
□購買部農業機械課課長【販売部施設課課長】
□購買部農業機械課課長【購買部農業機械課係長】

退職者〈２月28日付〉
□購買部生産資材課主任／勤続15年

人事異動〈２月28日付〉
□金融部貯金課係長
　【総務部付係長㈱美瑛選果出向店舗課長】
□営農部営農支援課係長【金融部貯金課係長】
□販売部販売促進課係長【販売部販売促進課】
□販売部生産振興課係長【販売部生産振興課】
□購買部農業機械課係長【購買部農業機械課主任】
□監査室主任【監査室】
□総務部審査・庶務課主任【総務部管理課】
□総務部付主任㈱美瑛選果出向新千歳空港店店長 
　【販売部経理課】
□金融部貯金課主任【金融部貯金課】
□金融部経済対策課主任【金融部経済対策課】
□共済部共済課主任【共済部共済課】
□共済部推進課主任【共済部推進課】
□共済部推進課主任【共済部推進課】
□営農部営農支援課主任【営農部営農支援課】
□営農部営農支援課主任【営農部営農支援課】
□営農部営農支援課主任【販売部販売促進課】
□販売部生産振興課主任【販売部生産振興課】
□販売部生産振興課主任【販売部生産振興課】
□販売部生産振興課主任【販売部生産振興課】
□販売部経理課主任【共済部共済課】
□販売部施設課主任【購買部農業機械課主任】
□畜産部畜産課主任【畜産部畜産課】
□購買部生産資材課主任【販売部施設課主任】
□購買部農業機械課主任【購買部農業機械課】
□購買部農業機械課主任【購買部農業機械課】
□総務部審査・庶務課【総務部管理課】
□営農部営農支援課【営農部営農企画課】

渡　辺　和　也
中　村　紀　之
加　藤　　　護
鈴　木　勝　也

佐々木　一　誠
佐　藤　　　靖
中　野　　　宏

植　田　隆　彰
川　村　直　美
三田村　絵　美
小　柳　秀　明

佐々木　昭　大
中　山　洋　明
髙　橋　正　明

髙　橋　沙緒里

加　藤　正　樹
髙　橋　亨　枝
大　瀧　麻　美
野　尻　和　典
谷　口　朋　子

菅　野　政　輝

神　藤　陽　一
清　治　幸　生
六　鹿　舞　子
松　下　広　樹
打　田　晴　美
能登谷　和　紀
真　田　美　佳

宮　下　水　月
草　野　有　香
友　田　博　明
冨　田　めぐみ
鳥　取　大二朗
山　本　　　悠
真　鍋　啓　太
大　谷　麻　衣
工　藤　優　佳
長　谷　郁　人
中　家　良　太
川　﨑　雄　作
友　田　　　彩
中　村　英　司
横　山　　　渓
鎌　田　　　陽
森　平　笑理佳
向　山　修　平
菅　　　章　貴
大　崎　麿　鼓

日

区分

3月6日㈫ AM9時～12時 3月6日㈫ PM1時30分～4時30分 3月7日㈬ AM9時～12時

集落または農事組合名 開催場所 集落または農事組合名 開催場所 集落または農事組合名 開催場所

１班 水沢平誠会Ａ、
水沢平誠会Ｂ

水沢
行政区会館

PM6:00 ～
　北瑛農事組合

北瑛
行政区会館 大村農成会 大村会館

２班
瑠辺蘂第４、共和、第１
瑠辺蘂第２、第３、平和、
北斗、栄進

ルベシベ
集落センター

PM6:00 ～
　新星Ａ班、新星Ｂ班、
　新星Ｃ班、新星Ｄ班

新星農政
推進センター 福富・三愛農事組合 三愛

行政区会館

３班 上精美、下精美、
置杵牛中央、置杵牛協英

置杵牛
行政区会館

PM6:00 ～
　旭農事組合 旭いこいの家 新向会 新区画

行政区会館

４班 下宇莫別農事組合
明治町内会 下宇寿の家 二股町内会 二股総合会館 美馬牛第２、旭新町内会、

美馬牛第１、美馬牛大成
美馬牛転作組合

研修施設

５班 俵真布町内会 俵真布
行政区会館 朗根内農事組合 朗根内寿の家 横牛農事組合 横牛第２会館

６班 藤野第１、藤野東和、
藤野協成

藤野
行政区会館

赤羽、中宇農事組合、
上宇莫別町内会

旧宇莫別
小学校 原野農事組合、原野５線 原野会館

７班

美瑛共和、美沢共生、
美沢共立、美沢希望、
美沢新生、美沢早崎、
美沢美生、美沢川向集落会

美沢
行政区会館 美田町内会、美田・夕張 美田

稲転研修所
五稜農友会１班・２班、
五稜第１ 五稜会館
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■今年の冬は記録づくめである。新聞や TV でその異常さが伝えられる。
上川管内北部の幌加内町では異常値ともいえる３㍍越えの積雪。府県の
北陸、福井は 37 年ぶりの大雪に見舞われ、生活に支障をきたしている。
一時４㍍を超えた東北、山形の大蔵村。死傷者も例年になく多い。「雪は
もうたくさん」。雪国に住む人々の悲痛な声が届く。■日高管内では農業
用ハウスが雪害によって倒壊を余儀なくされその被害額は数億円にも及
び被害ハウスを前に農業者の嘆息が身に染みる。■毎週のように寒波が
道内を襲い、雪の消え方は例年より遅いと思われるが、それでも季節は
確実に巡る。「一陽来復」、三寒四温を繰り返しながら、朝方の冷え込み
で雪が固まるころには、畑に融雪剤をまく農作業が始まる。雪原に注ぐ
光にも春が含まれてくる。そんな季節まであともう少しだ。

733 人

1,913 人

267 億 34 百万円

64 億 12 百万円

 11 億 26 百万円

43 億 29 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 30 年 1 月末）

発生件数　　0 件（  0 件）　《  0 件》
　　負傷　　0 人（  0 人）　《  0 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《  0 人》
（　）は 30 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（2 月 20 日現在）

3
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第35回理事会　1月31日（水）

第36回理事会　2月16日（金）

■議案審議事項
議案第１号　平成 30年度運営方針および部門別方針（案）について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　規程類の変更について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 30年度販売・購買手数料率の設定について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　平成 30年度ＪＡ内部監査に係る年間計画書の策定につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第 5号　平成 30年度経営定期点検実施計画書の策定について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①外部出資の増口について
②平成 30年度役員選任区（第 5・全域）の推薦委員の選出について
③平成 30年度振興対策組合員の選定・解除および通知について
④第 63回地区懇談会の開催要領について

■議案審議事項
議案第１号　平成 29年度決算に係る監事会・全国監査機構提出の決算関

係書類原案の承認について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　平成 30年度事業計画について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　不良債権に係る処理方針について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
議案第 5号　規程類の設定と廃止及び変更について
・原案どおり承認されました。
議案第 6号　外部出資の増口について
・原案どおり承認されました。
議案第 7号　出資の減口について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①学識経験理事及び同監事の候補者推薦について
②全域区の役員推薦委員変更について
③クミカン貸越極度額の設定及び保全について

2日（金）　美瑛町加工馬鈴薯コントラ協議会総会

5日（月）　酪農振興部会定期総会

6日（火）　第 63 会地区懇談会（〜 7 日）

9日（金）
　穀類乾燥調製施設復旧工事完成修祓式　

　百合根生産部会定期総会

20日（火）　農協創立 70 周年記念式典

27日（火）
　新農業人研修終了証書授与式
　長期農業研修終了証書授与式

　

石
屋
製
菓
（
札
幌
市
）
の
「
白
い
恋
人
」
を

ベ
ー
ス
に
し
た
新
し
い
板
チ
ョ
コ
「
恋
す
る
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
あ
る
「
と

う
き
び
」
に
美
瑛
産
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
全
５
種
類

で
、
北
海
道
産
の
塩
や
小
豆
な
ど
、
ど
れ
も
厳

選
さ
れ
た
北
海
道
の
素
材
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

　

同
シ
リ
ー
ズ
は
、
世
界
的
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
品
評
会
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７
」
で
北
海
道
の
お
菓

子
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
初
の
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
美
瑛
産
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た「
と
う
き
び
」

は
世
界
大
会
で
銀
賞
、
ア
メ
リ
カ
＆
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
会
で
も
銀
賞
を
受
賞
し
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
味
わ
い
を
引
き
立
て
る
コ
ー
ン
の
自
然
な

旨
味
や
粒
感
が
、
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て

美
瑛
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

い
ま
す
。

　

販
売
価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
８
０
０
円
（
税
別
）

で
、
東
京
の
「IS

H
IY

A
 G

IN
Z

A

」
と
道
内

の
一
部
直
営
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
是

非
一
度
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

石
屋
製
菓
の
新
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に

「恋するチョコレート」シリーズの「とうきび」


